
市民との共創が進んでいる

市民と行政が役割を分担してい
る

市民・企業との共創事業が実施
されている

他の行政機関等との共創事業が
実施されている

共創を推進する人と仕組みが作
られている

歳入が確保されている

既存財源からの歳入が増えてい
る

新たな財源が確保されている

効率的・効果的な予算編成と執
行がなされている

事務事業が戦略的に立案・廃止
されている

既存事務事業が効率的に実施さ
れている

効率的、効果的な人事、人員配
置、組織構築がなされている

職員が改革・改善の行動を起こ
している

職員の意欲、能力が向上してい
る

職員が行動しやすい環境が整っ
ている

職員（OB含む）の知識、知恵が
共有されている

第４次豊岡市行財政改革 

戦略体系図（作成中） 
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・クラウドファンディングの推進 
・新税導入の検討 
・市有財産の売却、貸出等、 
・広告（公用車、庁舎内壁）、  
・基金の一括管理による効率的運用 

・事務事業点検の仕組みの構築 
・効率化推進のための民間委託 
・業務プロセスの可視化 
・ICT技術による事務効率化 
・公共施設マネジメントの推進 

・ポスト公募制（庁内・外）、FA制度 
・専門職の雇用（電気職、法曹資格など） 
・財政状況職員学習会 
・能力給の導入 
・（新任）職員の育成方針・計画の策定と実施 

・戦略的政策評価の推進 
（事務事業の目的、手段、成果の点検） 

・ブランディング推進チーム（組織）によ 
る、効果的な豊岡PR 

・戦略に応じた組織改編 

・庁内ワークシェアシステムの構築（柔軟な 
人事異動、セット部署、課長間連携） 

・本庁支所の役割分担の再見直し 
・大規模人事異動の７月実施 
・立野庁舎を本庁舎（本庁舎近辺）へ集約 

・意見箱、KAIZEN ミーティング等のチーム 
・OB インタビュー、講演会、書籍寄付等 
・人材バンク（得意な技能等の登録と技術 
応援制度） 

・市関与のイベント点検・見直し 
・事務事業、補助金等の点検 
・各種事務局（実行委員会、財産区等含む） 
の見直し 

・民間で担える分野の民営化、民間委託 

・庁舎施設ESCO事業の実施 
・事業所内保育所の設立 
・実施中事業のHPでの常時意見募集 
・豊岡出身者等（著名人）の豊岡PRの仕組み 
づくり 

・市町を越えた共同処理、施設共用 
・業務システム等の市町共同導入 
・広域行政の検討 
・負担金等の見直し 
 

・共創専門部署の設置 
・市民とのつながりを持った共創推進職員の 
育成 

・PPP、PFI手法の推進（マニュアル化、仕組 
み化） 

・既存税率見直しの検討 
・ふるさと納税の推進 
・施設使用料、施設入館料の引き上げとサー 
ビス向上 

・市営住宅入居率、分譲地の分譲率向上 

・多様な働き方の導入 
・改革実行に対する人員、予算の投入 
・定時退庁を評価する仕組みの構築 
・改善、節約予算プール制度 

戦略目的 

手段01 

手段02 

手段03 

手段04 

手段0102 

手段0101 

手段0104 

手段0103 

手段0202 

手段0201 

手段0301 

手段0303 

手段0302 

手段0401 

手段0403 

手段0402 

持続可能な行財政運営のもとで市民福祉が増進し、豊岡市が「小さな世界都市」へ向かっている。 

上位目的 

具体的取組内容（ 例 ） 


